
    姫宮神社本殿左手の奥に八幡社がありますが、姫宮神社本殿左手の奥に八幡社がありますが、ここが小高くなっているのはご存ここが小高くなっているのはご存

知でしょうか？。知でしょうか？。 この小高い丘が古墳です。この小高い丘が古墳です。 この周囲からかつて埴輪が出土したことが知られていまこの周囲からかつて埴輪が出土したことが知られていま

す。す。 ここから南東へここから南東へ 100100 ｍ程離れた所で行った試掘調査でも、ｍ程離れた所で行った試掘調査でも、 埴輪が出土しました。埴輪が出土しました。 また、また、 神社境内神社境内

からも出土しています。からも出土しています。 こうしたことから、こうしたことから、 古墳時代後期古墳時代後期 （（1,4501,450 年前頃）年前頃） この付近は小さこの付近は小さ

な円墳が多数存在した、な円墳が多数存在した、 いわゆる古墳群があったことが推定されます。いわゆる古墳群があったことが推定されます。

開催開催開催開催にあたってにあたってにあたってにあたって開催開催開催開催にあたってにあたってにあたってにあたって
                古墳時代古墳時代古墳時代古墳時代はははは、、、、古墳時代古墳時代古墳時代古墳時代はははは、、、、 さきたまさきたまさきたまさきたま古墳群古墳群古墳群古墳群などでなどでなどでなどで代表代表代表代表されるようされるようされるようされるようさきたまさきたまさきたまさきたま古墳群古墳群古墳群古墳群などでなどでなどでなどで代表代表代表代表されるようされるようされるようされるよう

にににに、、、、にににに、、、、 一般的一般的一般的一般的にはにはにはには大規模大規模大規模大規模なななな古墳古墳古墳古墳がががが造造造造られるられるられるられる時代時代時代時代としてとしてとしてとして知知知知一般的一般的一般的一般的にはにはにはには大規模大規模大規模大規模なななな古墳古墳古墳古墳がががが造造造造られるられるられるられる時代時代時代時代としてとしてとしてとして知知知知

られておりますられておりますられておりますられております。。。。られておりますられておりますられておりますられております。。。。 しかししかししかししかし、、、、しかししかししかししかし、、、、 そうしたそうしたそうしたそうした大規模大規模大規模大規模なななな古墳古墳古墳古墳もそもそもそもそそうしたそうしたそうしたそうした大規模大規模大規模大規模なななな古墳古墳古墳古墳もそもそもそもそ

のののの時代時代時代時代のののの一時期一時期一時期一時期をををを画画画画したにしたにしたにしたに過過過過ぎずぎずぎずぎず、、、、のののの時代時代時代時代のののの一時期一時期一時期一時期をををを画画画画したにしたにしたにしたに過過過過ぎずぎずぎずぎず、、、、 初期初期初期初期のののの古墳古墳古墳古墳やややや終末終末終末終末初期初期初期初期のののの古墳古墳古墳古墳やややや終末終末終末終末

期期期期のののの古墳古墳古墳古墳はははは比較的小規模比較的小規模比較的小規模比較的小規模のものがのものがのものがのものが多多多多いようですいようですいようですいようです。。。。期期期期のののの古墳古墳古墳古墳はははは比較的小規模比較的小規模比較的小規模比較的小規模のものがのものがのものがのものが多多多多いようですいようですいようですいようです。。。。 町内町内町内町内町内町内町内町内

ではではではでは、、、、ではではではでは、、、、 姫宮神社古墳姫宮神社古墳姫宮神社古墳姫宮神社古墳のののの存在存在存在存在がががが知知知知られておりますがられておりますがられておりますがられておりますが、、、、姫宮神社古墳姫宮神社古墳姫宮神社古墳姫宮神社古墳のののの存在存在存在存在がががが知知知知られておりますがられておりますがられておりますがられておりますが、、、、 いいいいいいいい

ずれもずれもずれもずれも、、、、ずれもずれもずれもずれも、、、、 これらはそのこれらはそのこれらはそのこれらはその地域地域地域地域をををを代表代表代表代表するするするする豪族豪族豪族豪族のののの墓墓墓墓であるであるであるであるこれらはそのこれらはそのこれらはそのこれらはその地域地域地域地域をををを代表代表代表代表するするするする豪族豪族豪族豪族のののの墓墓墓墓であるであるであるである

といえますといえますといえますといえます。。。。といえますといえますといえますといえます。。。。

　　　　一方一方一方一方、、、、　　　　一方一方一方一方、、、、 そうしたそうしたそうしたそうした古墳古墳古墳古墳をををを残残残残さないさないさないさない庶民庶民庶民庶民のののの暮暮暮暮らしのあとらしのあとらしのあとらしのあとそうしたそうしたそうしたそうした古墳古墳古墳古墳をををを残残残残さないさないさないさない庶民庶民庶民庶民のののの暮暮暮暮らしのあとらしのあとらしのあとらしのあと

であるであるであるであるであるであるであるである 「「「「むらむらむらむら」」」」「「「「むらむらむらむら」」」」 もももも、、、、もももも、、、、 現在山崎山遺跡現在山崎山遺跡現在山崎山遺跡現在山崎山遺跡、、、、現在山崎山遺跡現在山崎山遺跡現在山崎山遺跡現在山崎山遺跡、、、、 山崎遺跡山崎遺跡山崎遺跡山崎遺跡、、、、山崎遺跡山崎遺跡山崎遺跡山崎遺跡、、、、 道道道道道道道道

仏遺跡仏遺跡仏遺跡仏遺跡などなどなどなど町内数町内数町内数町内数かかかか所所所所のののの遺跡遺跡遺跡遺跡からからからから、、、、仏遺跡仏遺跡仏遺跡仏遺跡などなどなどなど町内数町内数町内数町内数かかかか所所所所のののの遺跡遺跡遺跡遺跡からからからから、、、、 そのそのそのその一部一部一部一部がががが発掘発掘発掘発掘ささささそのそのそのその一部一部一部一部がががが発掘発掘発掘発掘ささささ

れておりますれておりますれておりますれております。。。。れておりますれておりますれておりますれております。。。。

　　　　今回今回今回今回はははは、、、、　　　　今回今回今回今回はははは、、、、 平成平成平成平成９９９９年度年度年度年度にににに発掘調査発掘調査発掘調査発掘調査をををを実施実施実施実施したしたしたした道仏遺道仏遺道仏遺道仏遺平成平成平成平成９９９９年度年度年度年度にににに発掘調査発掘調査発掘調査発掘調査をををを実施実施実施実施したしたしたした道仏遺道仏遺道仏遺道仏遺

跡跡跡跡、、、、跡跡跡跡、、、、 そしてそしてそしてそして同時代同時代同時代同時代にににに造造造造られたとられたとられたとられたと推定推定推定推定されるされるされるされる姫宮神社古姫宮神社古姫宮神社古姫宮神社古そしてそしてそしてそして同時代同時代同時代同時代にににに造造造造られたとられたとられたとられたと推定推定推定推定されるされるされるされる姫宮神社古姫宮神社古姫宮神社古姫宮神社古

墳墳墳墳ににににスポットスポットスポットスポットをあてをあてをあてをあて展示展示展示展示いたしましたいたしましたいたしましたいたしました。。。。墳墳墳墳ににににスポットスポットスポットスポットをあてをあてをあてをあて展示展示展示展示いたしましたいたしましたいたしましたいたしました。。。。 またまたまたまた、、、、またまたまたまた、、、、 参考参考参考参考とととと参考参考参考参考とととと

してしてしてして近隣近隣近隣近隣のののの遺跡遺跡遺跡遺跡でででで発掘調査発掘調査発掘調査発掘調査されたされたされたされた資料資料資料資料もあわせてもあわせてもあわせてもあわせて展示展示展示展示いいいいしてしてしてして近隣近隣近隣近隣のののの遺跡遺跡遺跡遺跡でででで発掘調査発掘調査発掘調査発掘調査されたされたされたされた資料資料資料資料もあわせてもあわせてもあわせてもあわせて展示展示展示展示いいいい

たしましたたしましたたしましたたしました。。。。たしましたたしましたたしましたたしました。。。。

　　　　古墳時代古墳時代古墳時代古墳時代はははは、、、、　　　　古墳時代古墳時代古墳時代古墳時代はははは、、、、 ともするとともするとともするとともすると大規模大規模大規模大規模なななな古墳等古墳等古墳等古墳等にににに目目目目がいきがいきがいきがいきともするとともするとともするとともすると大規模大規模大規模大規模なななな古墳等古墳等古墳等古墳等にににに目目目目がいきがいきがいきがいき

がちですががちですががちですががちですが、、、、がちですががちですががちですががちですが、、、、 小小小小さなさなさなさな地域地域地域地域のののの小小小小さなさなさなさな古墳古墳古墳古墳、、、、小小小小さなさなさなさな地域地域地域地域のののの小小小小さなさなさなさな古墳古墳古墳古墳、、、、 そしてそしてそしてそして周辺周辺周辺周辺ににににそしてそしてそしてそして周辺周辺周辺周辺にににに

庶民庶民庶民庶民のののの日日日日々々々々のののの暮暮暮暮らしがらしがらしがらしが展開展開展開展開されていたこともされていたこともされていたこともされていたことも忘忘忘忘れてはなれてはなれてはなれてはな庶民庶民庶民庶民のののの日日日日々々々々のののの暮暮暮暮らしがらしがらしがらしが展開展開展開展開されていたこともされていたこともされていたこともされていたことも忘忘忘忘れてはなれてはなれてはなれてはな

らないことであるとらないことであるとらないことであるとらないことであると思思思思いますいますいますいます。。。。らないことであるとらないことであるとらないことであるとらないことであると思思思思いますいますいますいます。。。。 こうしたこうしたこうしたこうした展示展示展示展示をををを通通通通じじじじこうしたこうしたこうしたこうした展示展示展示展示をををを通通通通じじじじ

てててて、、、、てててて、、、、 宮代町宮代町宮代町宮代町のののの古代古代古代古代のののの一端一端一端一端にににに触触触触れていただければれていただければれていただければれていただければ、、、、宮代町宮代町宮代町宮代町のののの古代古代古代古代のののの一端一端一端一端にににに触触触触れていただければれていただければれていただければれていただければ、、、、 幸幸幸幸いいいい幸幸幸幸いいいい

にににに存存存存じますじますじますじます。。。。にににに存存存存じますじますじますじます。。。。

                おわりにおわりにおわりにおわりに、、、、おわりにおわりにおわりにおわりに、、、、 本企画展開催本企画展開催本企画展開催本企画展開催にににに当当当当たりたりたりたり、、、、本企画展開催本企画展開催本企画展開催本企画展開催にににに当当当当たりたりたりたり、、、、 こころよくこころよくこころよくこころよく資料資料資料資料こころよくこころよくこころよくこころよく資料資料資料資料

をををを貸貸貸貸していただいたしていただいたしていただいたしていただいた春日部市教育委員会春日部市教育委員会春日部市教育委員会春日部市教育委員会、、、、をををを貸貸貸貸していただいたしていただいたしていただいたしていただいた春日部市教育委員会春日部市教育委員会春日部市教育委員会春日部市教育委員会、、、、 杉戸町教育杉戸町教育杉戸町教育杉戸町教育杉戸町教育杉戸町教育杉戸町教育杉戸町教育

委員会委員会委員会委員会、、、、委員会委員会委員会委員会、、、、 ごごごご指導指導指導指導いただいたいただいたいただいたいただいた関係各位関係各位関係各位関係各位にににに心心心心からおからおからおからお礼申礼申礼申礼申ししししごごごご指導指導指導指導いただいたいただいたいただいたいただいた関係各位関係各位関係各位関係各位にににに心心心心からおからおからおからお礼申礼申礼申礼申しししし

上上上上げますげますげますげます。。。。上上上上げますげますげますげます。。。。
姫宮神社古墳出土円筒埴輪姫宮神社古墳出土円筒埴輪姫宮神社古墳出土円筒埴輪姫宮神社古墳出土円筒埴輪姫宮神社古墳出土円筒埴輪姫宮神社古墳出土円筒埴輪姫宮神社古墳出土円筒埴輪姫宮神社古墳出土円筒埴輪

平成平成1111 年度企画展年度企画展

『『『『古代古代古代古代のののの道仏道仏道仏道仏ムラムラムラムラとととと姫宮神社古墳姫宮神社古墳姫宮神社古墳姫宮神社古墳』』』』『『『『古代古代古代古代のののの道仏道仏道仏道仏ムラムラムラムラとととと姫宮神社古墳姫宮神社古墳姫宮神社古墳姫宮神社古墳』』』』

姫宮神社古墳姫宮神社古墳姫宮神社古墳姫宮神社古墳とはとはとはとは？？？？姫宮神社古墳姫宮神社古墳姫宮神社古墳姫宮神社古墳とはとはとはとは？？？？

宮代町郷土資料館宮代町郷土資料館宮代町郷土資料館宮代町郷土資料館宮代町郷土資料館宮代町郷土資料館宮代町郷土資料館宮代町郷土資料館
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古墳とは？古墳とは？古墳とは？古墳とは？古墳とは？古墳とは？

古墳とは？古墳とは？

　４世紀頃から７世紀末ころまでに造られた古代の豪族　４世紀頃から７世紀末ころまでに造られた古代の豪族（土地の支配者）（土地の支配者）の墳墓の墳墓

です。です。

　一般的には丘状に盛土して、　一般的には丘状に盛土して、丘状の盛土した部分に横穴式石室や竪穴式石室な丘状の盛土した部分に横穴式石室や竪穴式石室な

どを設け、どを設け、さらに土等で覆い高塚に築いたものです。さらに土等で覆い高塚に築いたものです。また、また、周囲には堀を巡らし周囲には堀を巡らし

ます。ます。墳丘上には数列にわたり円筒埴輪や、墳丘上には数列にわたり円筒埴輪や、一定の部分に人物などの形象埴輪が一定の部分に人物などの形象埴輪が

並べられ、並べられ、儀礼具として用いられたといわれています。儀礼具として用いられたといわれています。

　なお、　なお、古墳の形態には前方後円墳、古墳の形態には前方後円墳、前方後方墳、前方後方墳、円墳、円墳、方墳などがあります。方墳などがあります。

春日部市内牧塚内古墳群春日部市内牧塚内古墳群春日部市内牧塚内古墳群春日部市内牧塚内古墳群春日部市内牧塚内古墳群春日部市内牧塚内古墳群春日部市内牧塚内古墳群春日部市内牧塚内古墳群

    春日部市大字内牧字塚内にあり、春日部市大字内牧字塚内にあり、東西東西700700ｍ、ｍ、南南

北北600600ｍの範囲にｍの範囲に1313基の古墳が知られています。基の古墳が知られています。昭昭

和和5252年に行われた発掘調査では鉄剣や鉄鏃などの副年に行われた発掘調査では鉄剣や鉄鏃などの副

葬品とともに、葬品とともに、武蔵型と下総型のそれぞれの円筒埴武蔵型と下総型のそれぞれの円筒埴

輪が同じ古墳から発掘され、輪が同じ古墳から発掘され、古代の春日部が武蔵国古代の春日部が武蔵国

と下総国の接点にあったことがうかがわれます。と下総国の接点にあったことがうかがわれます。

    杉戸町大字目沼にあり、杉戸町大字目沼にあり、東西東西300300ｍ、ｍ、南北南北500500ｍｍ

の範囲に消滅したものも含めて総数の範囲に消滅したものも含めて総数2020基の古墳が基の古墳が

確認されています。確認されています。かつては、かつては、１００基近くもあっ１００基近くもあっ

たようです。たようです。江戸時代から有名で、江戸時代から有名で、文化４年文化４年（（  １１

８０４８０４  ））には村民が古墳の石室を掘り出し、には村民が古墳の石室を掘り出し、当時当時

の代官に届け出ていることが碑文に記されていまの代官に届け出ていることが碑文に記されていま

す。す。発掘調査は数多く行われ、発掘調査は数多く行われ、一部の埴輪や副葬品一部の埴輪や副葬品

などは埼玉県立博物館で展示されています。などは埼玉県立博物館で展示されています。ことこと

に９号墳から出土した鈴杏葉に９号墳から出土した鈴杏葉（馬の飾り金具）（馬の飾り金具）は、は、

県内では同種のものが辛亥銘鉄剣の出土した稲荷県内では同種のものが辛亥銘鉄剣の出土した稲荷

山古墳でも出土している貴重なもので、山古墳でも出土している貴重なもので、県指定文県指定文

化財となっています。化財となっています。

杉戸町杉戸町杉戸町杉戸町杉戸町杉戸町杉戸町杉戸町        目沼古墳群目沼古墳群目沼古墳群目沼古墳群目沼古墳群目沼古墳群目沼古墳群目沼古墳群

目沼９号墳から出土した鈴杏葉目沼９号墳から出土した鈴杏葉
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古代のムラ古代のムラ古代のムラ古代のムラ古代のムラ古代のムラ
　弥生時代になると首長　弥生時代になると首長（例えば邪馬台国の卑弥呼）（例えば邪馬台国の卑弥呼）が現われクニを形成していきまが現われクニを形成していきま

す。す。古墳時代前期には豪族の館も造られ古墳時代前期には豪族の館も造られ（群馬県三ツ寺Ⅰ遺跡等）、（群馬県三ツ寺Ⅰ遺跡等）、彼らにより、彼らにより、人々人々

が支配されていたようです。が支配されていたようです。では、では、道仏遺跡のムラや、道仏遺跡のムラや、姫宮神社古墳があった古墳時姫宮神社古墳があった古墳時

代後期代後期（（1,4501,450年前頃）年前頃）はどのような社会であったのでしょうか。はどのような社会であったのでしょうか。

　庶民は竪穴式、　庶民は竪穴式、首長クラスは平地式の家に住まい、首長クラスは平地式の家に住まい、倉庫などは高床式の建物、倉庫などは高床式の建物、各種各種

の工房は竪穴式の建物などムラ内の建物にもバラエティーがあることが、の工房は竪穴式の建物などムラ内の建物にもバラエティーがあることが、古墳から発古墳から発

掘される家形の埴輪や鏡に刻まれた建物などから想像できます。掘される家形の埴輪や鏡に刻まれた建物などから想像できます。また、また、ムラの周囲にムラの周囲に

はムギやマメ、はムギやマメ、ウリ、ウリ、ヒエなどを栽培した畑や、ヒエなどを栽培した畑や、谷間の湿地を開発した田んぼ、谷間の湿地を開発した田んぼ、古墳古墳

などがある祭祀的な場所も確立されます。などがある祭祀的な場所も確立されます。この時期、この時期、古墳の規模は小さくなりますが、古墳の規模は小さくなりますが、

数多く造られるようになります。数多く造られるようになります。これは、これは、首長だけでなく、首長だけでなく、ムラの有力者やその家族ムラの有力者やその家族

までもが埋葬されたからだといわれています。までもが埋葬されたからだといわれています。

道仏遺跡道仏遺跡道仏遺跡道仏遺跡のののの発掘調査発掘調査発掘調査発掘調査道仏遺跡道仏遺跡道仏遺跡道仏遺跡のののの発掘調査発掘調査発掘調査発掘調査

田んぼ田んぼ
畑畑

道仏ムラ道仏ムラ

姫宮神社古墳姫宮神社古墳湿地湿地((あし原）あし原）

    道仏遺跡は道仏地区区画整理事務所建設に伴道仏遺跡は道仏地区区画整理事務所建設に伴

い発掘調査が行われ、い発掘調査が行われ、僅か僅か8080㎡の調査にもかか㎡の調査にもかか

わらず古墳時代後期わらず古墳時代後期（（1,4501,450年前頃）年前頃）の住居の跡の住居の跡

がが77軒発掘されました。軒発掘されました。これらのことから、これらのことから、ここ

の付近一帯には当時、の付近一帯には当時、相当の集落があったと推相当の集落があったと推

定されます。定されます。発掘された住居跡の一軒からは剣発掘された住居跡の一軒からは剣

などを形どった滑石製の石製模造品がたくさんなどを形どった滑石製の石製模造品がたくさん

出土しており、出土しており、それらを作る工房であったのかそれらを作る工房であったのか

もしれません。もしれません。こうした石製模造品は、こうした石製模造品は、祭祀用祭祀用

具として用いられたようです。具として用いられたようです。

道仏ムラ道仏ムラ・・姫宮神社古墳周辺の地形復元模型姫宮神社古墳周辺の地形復元模型

道仏遺跡道仏遺跡33号住居跡号住居跡



遺跡からの出土品遺跡からの出土品遺跡からの出土品遺跡からの出土品

　土師器は平安時代に編纂された　土師器は平安時代に編纂された 『延喜式』『延喜式』 にに

土師器土師器 （はしのうつわ）（はしのうつわ） として記されていることして記されているこ

とから、とから、 古墳時代から平安時代に焼かれた素焼き古墳時代から平安時代に焼かれた素焼き

の土器を土師器の土器を土師器 （はじき）（はじき） と呼びます。と呼びます。

　煮炊き用の甕　煮炊き用の甕 （かめ）（かめ） や甑や甑 （こしき）、（こしき）、 貯貯

蔵用の壷や甕、蔵用の壷や甕、 飲食用の坏飲食用の坏 （つき）（つき） や碗、や碗、 おお

供え用の高坏供え用の高坏 （たかつき）（たかつき） など様々な形の土師など様々な形の土師

器が様々な用途に使われました。器が様々な用途に使われました。

　　須恵器はもともと朝鮮半島の陶質土器の生産技須恵器はもともと朝鮮半島の陶質土器の生産技

術が伝来したもので、術が伝来したもので、 陶磁器を焼く窯と同じよう陶磁器を焼く窯と同じよう

な登窯な登窯 （窖窯）（窖窯） で焼かれました。で焼かれました。

　焼き方は、　焼き方は、 熱を加えている間、熱を加えている間、 酸素の供給を一酸素の供給を一

定時間止め、定時間止め、 粘土中の酸化鉄を化学変化させるこ粘土中の酸化鉄を化学変化させるこ

とで、とで、 ネズミ色で硬い須恵器が出来上がります。ネズミ色で硬い須恵器が出来上がります。

道仏遺跡から出土した多くの須恵器は、道仏遺跡から出土した多くの須恵器は、 形態等か形態等か

ら東海地方などで焼かれたと考えられます。ら東海地方などで焼かれたと考えられます。

　道仏遺跡からは古代の人々が使ったさまざまな　道仏遺跡からは古代の人々が使ったさまざまな

道具が発掘されています道具が発掘されています

　土錘は魚をとる網の錘　土錘は魚をとる網の錘 （おもり）（おもり） として、として、 紡紡

錘車は織物を織るときの道具として使われまし錘車は織物を織るときの道具として使われまし

た。た。 土器にも大きく２つの種類があります。土器にも大きく２つの種類があります。 素素

焼きの土師器と硬質の須恵器です。焼きの土師器と硬質の須恵器です。 それらの中にそれらの中に

も、も、 壷や甕、壷や甕、 坏坏 （つき）、（つき）、 甑甑 （こしき）（こしき） などなど

数多くの種類があり、数多くの種類があり、 それぞれ用途によって使いそれぞれ用途によって使い

分けられていました。分けられていました。

　また、　また、 赤彩が施された土器や、赤彩が施された土器や、 比企地方で作比企地方で作

られた比企型坏られた比企型坏 （つき）、（つき）、 東海地方で焼かれた東海地方で焼かれた

須恵器など遠くで焼かれたものありました。須恵器など遠くで焼かれたものありました。 陸路陸路

だけでなく水路や海路で運ばれたものと思われ、だけでなく水路や海路で運ばれたものと思われ、

古代人の交流の広さがうかがわれます。古代人の交流の広さがうかがわれます。

　道仏遺跡からは、　道仏遺跡からは、 滑石を用いて作られた石製滑石を用いて作られた石製

模造品がたくさん発掘されました。模造品がたくさん発掘されました。

　剣形品は剣を、　剣形品は剣を、 有孔円盤は鏡を模していると有孔円盤は鏡を模していると

いわれています。いわれています。

天皇家の三種の神器でも有名な剣や鏡、天皇家の三種の神器でも有名な剣や鏡、 玉を模玉を模

したミニチュアで、したミニチュアで、 権力の象徴を表わすものと権力の象徴を表わすものと

考えられています。考えられています。 これらの遺物は榊などに釣これらの遺物は榊などに釣

り下げ神を迎える儀礼にも使われました。り下げ神を迎える儀礼にも使われました。 まま

た、た、 石製模造品だけでなく土製模造品の土玉も石製模造品だけでなく土製模造品の土玉も

たくさん出土しています。たくさん出土しています。

　　　　　　

（執筆（執筆・・編集／河井伸一）編集／河井伸一）
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